
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

340（S−264） 冂　 　 演 Fl産婦誌52 巻 2 号

340 婦人科悪性腫瘍 へ の PETの 臨床応用

県西部浜松医療セ ン ター
　　　松兼淳、長島園子、村上 浩雄、武隈宗孝、芹沢麻 里 子 、須床和恵、

中島彰、前田真、佐倉東武

（目的）最近、各種悪性腫瘍へ の PFT 〔positron　emission 　tomography ｝の 臨床応用は急速に進み 、有用性の 報告 が

数多くさ れ て い る、我 々 も平成 10年 3 月か ら、婦人科悪性腫瘍に 対し FDG（
J8F −2−fluoro−2−deoxy−d−glu。ose ）を用

い た全身FDG−PET を積極的に施行 し、臨床的に高 い有用性を認めたの で 報告する。
（方法）平成11年 9 月ま で に、再発部位の 同定と治療効果判定の た め 卵巣癌14例に 26回、術前診断 （筋層浸潤と遠

隔転移の 有無）の ため子宮体癌 7例 に 7 回、再発部位同定等の ため頸癌 8例 に 8 回の FDG−PETを施行した。

（成績）卵巣癌 ：腫瘍 マ ーカ
ー

の 再上昇 を認 め る もの の MRI／CTで は 再発部位 が 同定 で き な い か確定診断 し得 ない 7
症例 の内 6例に FDGの異常集積を認め た。再発卵巣癌の 治療効果判定 8 症例で は腫瘍マ

ーカー
の 変動と FDG集積に

同調傾向が認め られ た。全身検索を 目的と した寛解中の 3症例 はい ずれ も異常集積を認め な か っ た。子宮体癌 ： 術
前診断 7 例で は、筋層浸潤 の 評価に おい て はMRI／（rr画像 よ り PETが有用で あ っ たが、リンパ 節転移 の有無は PETの
空闇分解能 の 限 界 に よ り有用 な術前評価は し得な か っ た。頸 癌 ： 5例の 再発部位同定に お い て 3例 で FDGの 異常集

積 を認 め た。 PETの結果か ら治療方針を決定 し得た症例 も 多く、臨床的有用性が あ る と思わ れ た。
（結謝 PETは低侵襲で 全身検索が 可能な有用な検査法 で ある。特 に、腫瘍マ ーカーの 上昇を認め る もの の 再発部位

同定が従来の画像診断で し得ない 症例や、内膜癌の術前診断に今後の臨床応用が期待で きる 。 しか し PETの普及に

は 大 きな 設備 を必要 とす る とい う問題が ある た め、限 られ た施設 で の よ り有効 な 利用法を検討す る必 要 が あ ろ う。

341 透明帯 ペ プチ ドの 避 妊 ワ クチ ンへ の 応用

兵庫医大先端医学研発生生殖、兵庫医大分娩新生児部 ＊ 、兵庫医大 ＊ ＊
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【目的】卵細胞および着床前初期胚 の 周囲をとりまく透明帯は、受精から着床まで の 過程で 、 生殖生理学上大変重要

な機能 を担 っ て い る 。 透明帯 は、免疫原性が 強い ぱか りで な く抗原 の 組織特異 性 が 高 く、早 くか ら避 妊 ワ クチ ン へ

の 応用 が研究 され て きた 。 しか し、精製した高分子 タ ンパ クあ るい は組換体タ ンパ ク で も、免疫 に より卵巣障害な

どの 副作用 が現 れ る た め、限定され たエ ピ トープで 受精の み を阻害する 抗体を産生す る こ とが 重要 と考え られ て い

る 。 1方法】受精阻害モ ノ クロ
ー

ナ ル 抗体 が認識す る 、ヒ トZPA タ ン パ ク の No．5067 （18ア ミ ノ酸）の ペ プ チ ドを化

学合成し、キ ャ リア タ ンパ ク に 結合 した後 ウサ ギ に 免疫 した 。 抗体の 産生 は 、 ELISA 法 、 蛍光抗体法で確認 した 。

in　yitrv にお け る受 精 阻 害 実 験 は、イ ン フ ォ
ーム ドコ ン セ ン トを得 た 上 で採取 した卵お よ び精子 を用 い 、本 学 会 ガ イ

ドラ イン に 従 っ て 行 っ た 。 【成績1ヒ トZPA の No．5（F67合成ペ プチ ドに よ り、天然の ヒ ト透明帯 を認識す る抗体が 産

生 され た 。 また、ヒ ト精子 の 透明帯結合に 及 ぼす影響で は、対照の 非免疫血 清 を添加群 で は、卵 1個あた りの 結合

精子数が53．3± 75 で あ っ た の に対 し、抗血 清添加群 で は、17．5士 5，2と有意 に低 い 値で あ っ た。【結論1ヒ ト透明帯

ZPA の No50．67ペ プチ ドに対す る抗体は、精子の 透明帯結合を阻害 し、こ の 領域が 精子の 結合に関与す る可能性が

示 され た 。 また受精阻害抗体 を産生する ペ プ チ ドの 検索 と限 られ た エ ピ トープ の 応用 は、副作用の ない 安全な避妊

ワ クチ ン の 開発 に役立 つ もの と考え られ る 。

342 女性 内性 器 にお け る イム ノグ ロ ブ リン結 合因子 の産生 お よび活 性化 調節機 構
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［目的 ユ ヒ ト精漿や 子 宮 頸管粘 液 に は 、Fc γ レセ プ ター活性 を 持 つ イム ノ グロ ブリ ン結合 因子（IgBF）が 存在す る．
IgBFは protein 　disulfide　isornerase（PDD など によ り活性 化 され，女性内性器 に おい て抗精子抗体の産生 を抑制す る

と考 え られ て い る．本研 究 で は．女性 内性 器に お ける IgBF の 局在 を明 らかに しJgBF の 産 生お よび活性化 の 調 節機構

を検討した。［方法］1）同意を得た上で 採取 した子宮頸管内膜，子 宮内膜，卵管，絨毛，脱落膜よ りTotal　RNA を抽出 し，
1gBFcDNA 　fragment が 増 幅す る よ う に lrr−PCR 反応 を行い，ア ガ ロース ゲル 電気泳動 に よ DlgBFmRNA の 発現 の

有無 を検討 した．2）10週齢 の 脳 下垂体 摘 出雌 ラ ッ トにPMSG 　501U ，50時間後にhCG 　501Uを筋注 し過排卵 刺激 を

行 っ た，hCG 投 与直前 （排卵 前期），hCG 投 与 15時間 後（排卵 期〉および63時 間後 （排 卵後期）に 摘 出 した子宮 頸部 か ら

Total　RNA を抽 出 し，AB 【PRISM　7700（PE　Biosysterns社）を用 い て ，GAPDH を内部 コ ン トロ ール と して 定量 的lrr−

PCR 反応 を行 っ た．同 様 の検 討 をPDI に つ い て も 行 っ た．［成 績］ 1）IgBFmRNA は子 宮頸管 内膜 に の み 発現 が認 め ら

れた．一方，PDImRNA は 検討 した全て の 組織で発現 して い たe　 2）排卵期の IgBF／GAPDH （7．47 ±4．66）は 、排卵前期

（O．64 ± 0．45）お よび排 卵後期（0．58 ± 0．32）に 比べ 有 意 に （p＜0．02お よ びp く0．Ol） 高値 で あ っ た H子宮 頸部 の PDI

mRNA の 発現 量 も排 卵期 （82．85±23．55）で最 も高値 を示 した（排卵 前期，37．55± 6．53；排 卵後期，35．78± 14．12）．
［結論］子 宮頸 管に お け るrgBF お よ び PDIの 合 成は 排卵 期に 最も 高 い こ とが明 ら か に さ れた．すな わち，女性 内性器

に お ける活性化 IgBF の 産生は 内分泌 学的 に調 節さ れ て い る 可 能性が 示唆され たH
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